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那覇市 

基礎情報 

【人口】319,435 人  【世帯】135,532 世帯（平成 27 年国勢調査より（総務省）） 

【母子・父子世帯数】 

母子世帯数：4,616 世帯 父子世帯数：402 世帯（那覇市児童扶養手当受給世帯数（平成

29 年 1 月末現在）） 

 

概要 

○那覇市では、仕事等で家庭の両立が難しい等のひとり親家庭のニーズに応えるべくひと

り親家庭等日常生活支援事業を実施している。現在、就業相談も行っている公益社団法人

那覇市母子寡婦福祉会（以下、「那覇市母子寡婦福祉会」）に委託し、相談・その他の支援

へ結びつけていることが特徴である。 

 

（１）支援を通じて相談窓口への来訪を促し、相談・その他の支援へつなぐ（ひとり親家庭等

日常生活支援事業） 

①実施の背景 

那覇市では、ひとり親家庭等日常生活支援事業を利用する方が年々増えてきている。沖縄県

調査によると、母と子という形態のひとり親家庭が多く、就業しているひとり親家庭の割合が

多く占めていることから、残業等で仕事と家庭の両立が難しいという背景がある。 

那覇市では、ひとり親家庭の厳しい状況を理解している当事者団体の那覇市母子寡婦福祉会

へ委託し、ひとり親家庭等日常生活支援事業を実施している。 

 

②家庭生活支援員派遣までの流れと支援内容 

家庭生活支援員の派遣までの手続きは、まず、ひとり親家庭の父母などの利用希望者が、那

覇市役所内の相談窓口を訪問し、事業の内容の説明を受け、利用者登録の申請をする。市は要

件の審査など手続きを行い、決定した内容を申請者と那覇市母子寡婦福祉会に通知する。その

後利用者が、那覇市母子寡婦福祉会に直接依頼する。那覇市母子寡婦福祉会は希望日時や希望

内容を受け、家庭生活支援員と調整し派遣する。 

現在、那覇市では、家庭生活支援員 42 名が登録済みである。 

那覇市では、現在就業相談も行っている那覇市母子寡婦福祉会に委託し、相談・その他の支

援へ結びつけていることに特徴がある。 

原則として年間 80 時間の利用を限度に設定している。 
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那覇市 ひとり親家庭等日常生活支援事業 案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）那覇市資料 

 

③成果と今後に向けて 

事業の利用を希望したことがきっかけで、那覇市母子寡婦福祉会や那覇市の相談窓口を訪れ

るひとり親家庭の父母が増加した。 

また、那覇市母子寡婦福祉会では、就業相談も窓口で行っているため、相談・その他の支援

へ結びつくことも多い。 

現状では、利用ニーズが高まり、事業の枠を超えた支援内容を求められることや、緊急の派

遣依頼など、家庭生活支援員を派遣することが難しく、依頼を断る状況がある。また派遣先に

て、依頼内容の急な変更や、玄関口でキャンセルされてしまうこともあるため、利用する際の

留意事項などを含めた支援内容の周知が重要になっている。 

 

以上 


